
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の
公
募
に
向
け
て

他
の
質
問
事
項

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

他
の
質
問
事
項

佐
野
　
淳
祥

�

（
緑
水
会
）

保
育
計
画
の
将
来
を
見
据
え
た
今
後
に
つ
い
て

Q
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
で
は
、
４
年
後
に
保

育
所
が
定
員
割
れ
と
な
る
。
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め

に
、
今
後
の
計
画
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

A
待
機
児
童
等
を
解
消
す
る
た
め
、
新
た
な
施
設
や
現

施
設
の
増
床
な
ど
を
含
め
、
保
育
定
員
の
確
保
に
努
め
て

い
く
。
た
だ
し
、
定
員
割
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
推
移
を
注

視
し
な
が
ら
、
保
育
所
等
と
の
連
携
も
深
め
る
中
で
対
応

を
検
討
し
て
い
く
。

学
校
閉
鎖
時
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
応

Q
新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
一
斉
休
校
の
影
響
で
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
で
子
ど
も
を
預
か
れ
な
い
期
間
が
多
く
、
保

護
者
は
困
惑
し
た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

A
学
校
完
全
閉
庁
日
に
お
い

て
も
、
子
育
て
世
帯
が
安
心
し

て
働
く
上
で
の
児
童
の
預
け
先

を
提
供
す
る
た
め
、
一
部
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
受
け
入

れ
や
、
民
間
事
業
者
へ
の
協
力

等
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
し
て

い
く
。

大
石
一
太
郎

�

（
新
政
会
）

大
通
り
の
活
性
化
、
商
業
戦
略
と
土
地
利
用
方
策

Q
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
跡
地
と
市
役
所
中
央
町
別
館
の
敷
地
を
利

用
し
て
、
御
殿
川
の
水
辺
環
境
を
整
備
し
、
一
体
化
し
た

庁
舎
建
設
予
定
地
と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

A
現
時
点
に
お
け
る
庁
舎
建
設
の
候
補
地
は
、
市
が
所

有
す
る
土
地
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
が
、
当
該
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
候
補
地
の
選
定
時
期
や
庁
舎
の
規
模
、

市
の
財
政
負
担
が
で
き
る
だ
け
抑
え
ら
れ
る
場
所
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
が
合
え
ば
、
候
補
地
の
一
つ
と
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

三
島
駅
北
口
周
辺
地
区
の
土
地
利
用

Q
下
土
狩
文
教
線
北
側
は
、
地
区
計
画
で
建
物
の
高
さ

規
制
が
あ
る
。
民
間
の
投
資
誘
導
に
よ
る
税
収
増
や
雇
用

促
進
の
た
め
、
見
直
し
を
図
る
べ
き
で
は
。

A
下
土
狩
文
教
線
北
側
の
地
区
計
画
の
高
さ
制
限
の
見

直
し
は
、
今
後
の
都
市
計
画
道
路

の
全
線
完
成
で
、
土
地
利
用
の
増

進
に
対
す
る
交
通
処
理
が
可
能

と
見
込
ま
れ
る
段
階
を
一
つ
の

目
安
と
し
て
、
再
度
、
土
地
利
用

の
方
向
性
な
ど
の
確
認
や
関
係

機
関
の
意
向
把
握
を
行
っ
た
上

で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
転
車
の
安
全
を
守
る
青
矢
羽
根
の
路
面
標
示
は

他
の
質
問
事
項

コ
ロ
ナ
禍
の
老
人
福
祉
施
設
等
の
支
援
に
つ
い
て

他
の
質
問
事
項

土
屋
　
利
絵

�

（
改
革
み
し
ま
）

持
続
可
能
な
三
島
市
に
向
け
て
、
今
で
き
る
こ
と

Q
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
が
世
界
で
進
ん
で
い
る
が
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
分
た
ち
で
創
り
出
し
て
い
く
可

能
性
の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

A
令
和
３
年
度
改
定
の
第
３
次
三
島
市
環
境
基
本
計
画

と
併
せ
、庁
内
推
進
会
議
を
開
催
し
、情
報
収
集
や
勉
強
会
・

研
究
等
を
行
い
、費
用
対
効
果
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
可
能
性
調
査
の
実
施
も
視
野
に

入
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
推
進
し
て
い
く
。

一
人
一
人
に
寄
り
添
う
被
災
者
支
援
に
向
け
て

Q
災
害
直
後
に
全
市
民
へ
の
個
別
訪
問
を
行
い
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
制
度
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
に
は
、
市

だ
け
で
な
く
、
支
援
に
携
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
災
害
時
に
支
援
手
続
き

の
説
明
や
申
請
・
受
理
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
被
災
者
支
援
統
合
シ

ス
テ
ム
の
運
用
と
併
せ
、
十

分
に
準
備
を
進
め
て
い
く
。

鈴
木
　
文
子

　
　
　

  （
公
明
）

コ
ロ
ナ
禍
の
防
災
対
策
と
避
難
所
運
営

Q
避
難
所
開
設
運
営
に
お
い
て
、
感
染
予
防
対
策
に
万

全
を
期
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
発
熱
や
咳
な
ど
の
症

状
が
出
た
避
難
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A
国
が
示
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
い
、
可
能
な

限
り
一
般
避
難
者
と
発
熱

者
等
の
動
線
や
ト
イ
レ
の

使
用
が
重
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
す
る
。
ま
た
、
発
熱

者
等
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
に

お
い
て
は
、
飛
沫
感
染
の
可

能
性
を
低
減
す
る
た
め
ワ

ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
私
立・市
立
、幼
稚
園・保
育
園
支
援

Q
職
員
は
、
園
児
や
自
身
の
感
染
リ
ス
ク
回
避
に
努
め
、

使
命
感
を
持
っ
て
職
責
を
果
た
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
明

確
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
今
後
、
園
児
や
職
員
が
感
染
し
た
場
合
や
、
濃
厚
接

触
者
に
特
定
さ
れ
た
場
合
に
混
乱
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
園
や

保
護
者
と
情
報
共
有
す
べ
く
、
国
の
各
種
通
知
等
を
整
理

し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
し
て
い
く
。
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意見交換会を開催しました
　例年、市民の皆さまとの意見交換の場としてワークショップ形式での「議会報告会」を開催していまし
たが、今年は新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、一般の市民の方にお集まりいただく議会
報告会は中止することになったため、意見交換会としてさまざまな団体の皆さまの声を伺いました。
　いただいたご意見、要望の中から、特に重要と思われる下記の７件について市長へ要望しました。

意見交換会の概要や要望事項の詳細は市議会
ホームページに掲載していますので、ぜひご
覧ください。

●�三島駅北口広場バス・タクシー乗り合い所使用料の減免
●防災訓練や居場所づくりなどの自治会活動ごとの指針やルールの明確化

●�新型コロナウイルス感染症に関する県、市、医師会の情報共有の推進
●�幼稚園、保育園および認定こども園の現場職員へのＰＣＲ検査や処遇改善、園内での感染
者発生時の対応方針を明確にするガイドラインの策定
●�高齢者施設および障がい者施設に対する防護用品、衛生用品等の現物支援、医療・検査体
制に対する情報提供、施設内での感染者発生時の対応等を定めたガイドラインの策定

●�商店会街路灯電気料補助金の拡充
●�全業種を対象とするなど条件を緩和した市内
中小企業者に対する新たな支援制度の創設

新型コロナウイルス感染症による影響と今後の対応

担当▶総務委員
会

担当▶福祉教育
委員会

担当▶経済建設
委員会

テーマ


